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前
田
富
秩
教
授
略
歴

昭
和
一
二
年
八
月
二
六
日
　
　
北
海
道
下
富
良
野
町

（現
在
の
富
良
野
市
）
に
生
ま
れ
る
。

∧
学
　
歴
∨

昭
和
二
五
年
二
月

昭
和
二
八
年
二
月

昭
和
三

一
年
二
月

昭
和
三
五
年
二
月

昭
和
三
七
年
二
月

昭
和
四
〇
年
二
月

昭
和
六

一
年
六
月

∧
職
　
歴
∨

昭
和
四
〇
年
四
月

昭
和
四
三
年
六
月

昭
和
四
五
年
四
月

昭
和
四
九
年
四
月

昭
和
五
二
年
四
月

昭
和
六
二
年
四
月

平
成

一
一
年
四
月

平
成

一
三
年
二
月

富
良
野
小
学
校
卒
業
。

富
良
野
東
中
学
校
卒
業
。

富
良
野
高
等
学
校
卒
業
。

東
北
大
学
文
学
部
卒
業
。

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
語
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
語
学
専
攻
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。

文
学
博
士
の
学
位
を
大
阪
大
学
よ
り
授
与
さ
れ
る
。

宮
城
学
院
女
子
大
学
講
師
。

宮
城
学
院
女
子
大
学
助
教
授
。

東
北
大
学
教
養
部
助
教
授
。

東
北
大
学
文
学
部
助
教
授
併
任
。

大
阪
大
学
文
学
部
助
教
授
。

大
阪
大
学
文
学
部
教
授
。

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
。

大
阪
大
学
停
年
退
職
。



非
常
勤
講
師
歴

宮
城
教
育
大
学
、
岩
手
大
学
、
弘
前
大
学
、
新
潟
大
学
、
東
北
工
業
大
学
、
信
州
大
学
、
金
沢
大
学
、
島
根
大
学
、
立
命
館
大
学
、
大
阪
女
子
大
学
、
大
阪

樟
蔭
女
子
大
学
、
甲
南
女
子
大
学
、
関
西
学
院
大
学
、
神
戸
大
学
、
岡
山
大
学
、
広
島
大
学
、
九
州
大
学
、
等
。

所
属
学
会
等
国
語
学
会
理
事

（平
成
六
～

一
二
年
）

。
評
議
員
、
国
語
語
彙
史
研
究
会
代
表
幹
事
、
日
本
言
語
学
会
、
日
本
文
芸
研
究
会
委
員
、
全
国
大
学
国
語
国
文
学

会
評
議
員
、
国
語
審
議
会
委
員

（第
二
一
。
三
二
期
）、
新
村
出
記
念
財
団
評
議
員
、
金
田

一
京
助
博
士
記
念
会
選
考
委
員
。



前
田
富
藤
教
授
論
著
目
録

∧
著
書
∨

『国
語
史
要
説
』
（佐
藤
喜
代
治
と
共
著
）

『国
語
学
研
究
法
』
（北
原
保
雄
・徳
川
宗
賢
・野
村
雅
昭
・山
口
佳
紀
と
共
著
）

『幼
児
の
語
彙
発
達
の
研
究
』
（前
田
紀
代
子
と
共
著
）

『国
語
語
彙
史
研
究
』

『叢
書

。
こ
と
ば
の
世
界

方
言
に
生
き
る
古
語
』
（加
藤
正
信

・
佐
藤
武
義
と

共
著
）
＊
新
装
普
及
版

『日
本
の
方
言
と
古
語
』
（平
成
八
年
四
月
、
南
雲
堂
）

『幼
児
語
彙
の
統
合
的
発
達
の
研
究
』
（前
田
紀
代
子
と
共
著
）

∧
編
著
書
∨

『国
語
学
要
説
』
（佐
藤
喜
代
治
編
、
佐
藤
喜
代
治

・
蜂
谷
清
人
。
加
藤
正
信
・

飛
田
良
文

。
佐
藤
宣
男

。
鈴
木
丹
士
郎
と
共
著
）

＊
改
訂
版

『新
版

国
語
学
要
説
』
（昭
和
四
八
年
二
月
、
朝
倉
書
店
）

『国
語
史
（上
ご

（佐
藤
喜
代
治
編
、
佐
藤
喜
代
治
・
佐
藤
宣
男
・佐
藤
武
義
と

共
著
）

『国
語
表
現
法
』
（佐
藤
喜
代
治
編
、
佐
藤
喜
代
治
・蒲
生
芳
郎
・加
藤
正
信
と

共
著
）

『国
語
学
研
究
事
典
』
（佐
藤
喜
代
治
編
、
編
集
委
員
）

『国
語
語
彙
史
の
研
究
』

一
～
二
〇

（国
語
語
彙
史
研
究
会
編
、
編
集
委
員
）

『講
座
日
本
語
の
語
彙
』
全

一
一
巻

。
別
巻

（佐
藤
喜
代
治
編
、
編
集
委
員
）

昭
和
五
二
年
八
月

昭
和
五
三
年
二
月

昭
和
五
八
年

一
二
月

昭
和
六
〇
年

一
〇
月

昭
和
六
三
年
八
月

平
成
八
年
五
月

昭
和
四

一
年
五
月

昭
和
四
五
年
五
月

昭
和
四
六
年
二
月

昭
和
五
二
年

一
一
月

昭
和
五
五
年
五
月
～

平
成

一
三
年
二
月

昭
和
五
六
年

一
一
月
～

朝
倉
書
店

武
蔵
野
書
院

武
蔵
野
書
院

明
治
書
院

南
雲
堂

武
蔵
野
書
院

朝
倉
書
店

桜
楓
社

朝
倉
書
店

明
治
書
院

和
泉
書
院

（続
刊
中
）

明
治
書
院



『国
語
論
究
」
第

一
集
～
第
八
集

（佐
藤
喜
代
治
編
、
編
集
委
員
）

「角
川
古
語
大
辞
典
』
第
二
巻
～
第
五
巻

（中
村
幸
彦

。
岡
見
正
雄

・
阪
倉
篤

義
編
、
編
集
委
員
）

『鴎
外
の
語
法
』
（山
鳥
鋭
男
著
、
編
集
を
担
当
、
解
説
を
附
す
）

「漢
字
講
座
」
全

一
二
巻

（佐
藤
喜
代
治
編
、
編
集
委
員
）

『日
本
語
百
科
大
事
典
』
（金
田

一
春
彦

。
林
大

・
柴
田
武
編
集
責
任
、
編
者
）

「国
語
文
字
史
の
研
究
』

一
～
五

『漢
字
百
科
大
事
典
』
（編
集
委
員
）

『日
本
国
語
大
辞
典

第
二
版
』
全

一
三
巻

（編
集
委
員
）

∧
論
文
∨

契
沖
の
ア
ク
セ
ン
ト
観

秋
田
県
米
代
川
流
域
の
言
語
調
査
報
告

（ア
ク
セ
ン
ト
）

ヒ
ネ
モ
ス
の
語
形
変
化

ハ
グ
ク
ム
と
ハ
ゴ
ク
ム

イ
ロ
コ
と
イ
ロ
ク
ヅ
ー
ー
そ
の
語
形
と
語
義
―
―

能
楽
論
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
観

岩
手
県
三
陸
地
方
北
部
の
言
語
調
査
報
告

（語
彙
）

「奥
の
細
道
」
の
漢
字

古
代
に
お
け
る
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
観

「延
徳
本
倭
玉
篇
」
に
つ
い
て

昭
和
五
八
年

一
一
月

昭
和
六

一
年
五
月
～

平
成

一
二
年

一
一
月

昭
和
六
二
年
九
月
～

平
成

一
一
年
二
月

昭
和
六
二
年

一
〇
月

昭
和
六
二
年

一
一
月
～

平
成
元
年
九
月

昭
和
六
三
年
五
月

平
成
四
年
九
月
～

平
成

一
二
年
五
月

平
成
八
年

一
月

平
成

一
二
年

一
二
月
～

昭
和
三
七
年
四
月

昭
和
三
八
年
二
月

昭
和
三
八
年
六
月

昭
和
三
九
年
六
月

昭
和
四
〇
年
六
月

昭
和
四
〇
年
八
月

昭
和
四

一
年
三
月

昭
和
四

一
年
七
月

昭
和
四

一
年

一
〇
月

昭
和
四
二
年
二
月

明
治
書
院

（続
刊
中
）

角
川
書
店

和
泉
書
院

明
治
書
院

大
修
館
書
店

和
泉
書
院

（続
刊
中
）

明
治
書
院

小
学
館

（刊
行
中
）

『文
芸
研
究
』
第
四
〇
集

『日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
』
別
巻

一

『国
語
学
研
究
」
第
二
集

『文
芸
研
究
』
第
四
七
集

『国
語
学
』
第
六

一
集

『国
語
学
研
究
』
第
五
集

『日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
』
別
巻
四

『宮
城
学
院
女
子
大
学
研
究
論
文
集
』
二
八
号

『国
語
学
研
究
』
第
六
集

『山
田
孝
雄
追
億

本
邦
辞
書
史
論
叢
』
（山
田
忠
雄



編
、
三
省
堂
）

昭
和
四
二
年
二
月
　
　
　
　
『山
田
孝
雄
追
憶

本
邦
辞
書
史
論
叢
』
（山
田
忠
雄

世
尊
寺
本
字
鏡
の
成
立

編
、
三
省
堂
）

―
―

「新
撰
字
鏡
」
と

「類
衆
名
義
抄
」
と
の
比
較
に
お
い
て
―
―

昭
和
四
二
年
二
月
　
　
　
　
『日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
第
二
号

「坊
つ
ち
や
ん
」
の
漢
字

昭
和
四
二
年
四
月
　
　
　
　
『言
語
生
活
』
第

一
八
七
号

ア
イ
ウ
エ
オ
と
イ
ロ
ハ
の
歴
史

昭
和
四
二
年
七
月
　
　
　
　
『文
芸
研
究
』
第
五
六
集

指
の
よ
び
方
に
つ
い
て

＊

『日
本
の
言
語
学

第
五
巻

意
味

・
語
彙
』
（川
本
茂
雄

。
国
広
哲
弥

。
林
大
編
、
大
修
館
書
店
、
昭
和
五
四
年

一
月
）
に
再
録

昭
和
四
二
年

一
二
月
　
　
　
『国
語
学
』
第
七

一
集

近
世
に
お
け
る
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
観

＊

『論
集
日
本
語
研
究

一
四

近
世
語
』
（鈴
木
丹
士
郎
編
、
有
精
堂
、
昭
和
六
〇
年
四
月
）
に
再
録

昭
和
四
三
年

一
月
　
　
　
　
『文
化
』
第
二

一
巻
第
二
号

個
別
的
な
語
史
研
究
か
ら
体
系
的
な
語
史
研
究
ヘ

昭
和
四
三
年
二
月
　
　
　
　
『日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
第
二
号

蝙
蝠
の
語
史

昭
和
四
四
年
二
月
　
　
　
　
『日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
第
四
号

モ
グ
ラ
の
語
史
（上
）

昭
和
四
四
年
二
月
　
　
　
　
『基
督
教
文
化
研
究
所
研
究
年
報
』
第
二
号

職蔽矩酢落
葉
集
の
漢
字
に
つ
い
て

昭
和
四
四
年
四
月
　
　
　
　
『日
本
絵
巻
物
全
集

第

一
六
巻

絵
因
果
経
穴
角
川

奈
良
時
代
絵
因
果
経
の
字
体
に
つ
い
て

書
店
）

＊

「新
修
日
本
絵
巻
物
全
集

第

一
巻

絵
因
果
経
』
（角
川
書
店
、
昭
和
五
二
年
二
月
）
に
補
記
を
加
え
た
か
た
ち
で
再
録

昭
和
四
四
年
九
月
　
　
　
　
『国
文
学

〓
呈
ｍ
と
文
芸
』
第
六
六
号

語
彙
研
究
資
料
と
し
て
の
節
用
集

昭
和
四
四
年
九
月
　
　
　
　
『宮
城
学
院
女
子
大
学
研
究
論
文
集
』
三
四
号

「高
瀬
舟
」
に
見
ら
れ
る
語
彙
と
そ
の
表
記
に
つ
い
て

昭
和
四
四
年
九
月
　
　
　
　
『宮
城
学
院
女
子
大
学
研
究
論
文
集
』
三
四
号

「高
瀬
舟
」
用
語
索
引

昭
和
四
五
年
三
月
　
　
　
　
『宮
城
学
院
女
子
大
学
研
究
論
文
集
』
二
五
号

「最
後
の
一
句
」
に
見
ら
れ
る
語
彙
と
そ
の
表
記
に
つ
い
て

昭
和
四
五
年
二
月
　
　
　
　
『宮
城
学
院
女
子
大
学
研
究
論
文
集
』
二
五
号

「最
後
の
一
句
」
用
語
索
引

（責
任
編
集
）

昭
和
四
五
年
二
月
　
　
　
　
『日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
第
五
号

モ
グ
ラ
の
語
史
（中
）承
前

昭
和
四
五
年
八
月
　
　
　
　
『方
言
研
究
の
問
題
点
』
（明
治
書
院
）

ア
ク
セ
ン
ト
史
研
究
と
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
研
究

昭
和
四
五
年

一
一
月
　
　
　
『文
法
』
第
三
巻
第

一
号

上
代
の
音
韻
の
考
察

昭
和
四
五
年

一
二
月
　
　
　
『基
督
教
文
化
研
究
所
研
究
年
報
』
第
二
～
四
号

中
世
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
日
本
語
観



仮
名
文
に
お
け
る
文
字
使
用
に
つ
い
て

―
―
変
体
仮
名
と
漢
字
使
用
の
実
態
―
―

古
代
の
文
体

女
性
の
言
語
生
活
史

語
彙
の
体
系
に
つ
い
て

言
語
地
図
は
語
史
を
語
る

説
話
文
学
の
翻
訳
と
翻
案

幼
児
の
語
彙
の
発
達
―
―
人
の
よ
び
方
を
中
心
と
し
て
―
―

語
彙
に
体
系
は
あ
る
か

言
葉
か
ら
み
た
日
本
人
の
食
生
活
史

生
活
の
変
化
と
語
彙
の
消
長

古
代
に
お
け
る
国
語
語
彙
観
―
―
国
語
語
彙
論
史
序
説
と
し
て
―
―

″手
の
甲
″
の
よ
び
方
に
つ
い
て

身
体
語
彙
史
序
説

近
世
に
お
け
る
国
語
語
彙
観

上
代
の
文
章
活
動

語
彙
の
変
遷

昭
和
四
六
年
二
月

昭
和
四
七
年
二
月

昭
和
四
八
年
七
月

昭
和
四
九
年
二
月

昭
和
四
九
年

一
一
月

昭
和
四
九
年

一
一
月

昭
和
五
〇
年
二
月

昭
和
五
〇
年
四
月

昭
和
五
〇
年
七
月

昭
和
五
〇
年

一
一
月

昭
和
五

一
年
二
月

昭
和
五

一
年
五
月

昭
和
五

一
年
六
月

昭
和
五
二
年
二
月

昭
和
五
二
年
五
月

昭
和
五
二
年
六
月

『東
北
大
学
教
養
部
紀
要
』
第

一
四
号

『講
座
国
語
史

第
六
巻

文
体
史

。
言
語
生
活
史
』

（佐
藤
喜
代
治
編
、
大
修
館
書
店
）

『言
語
生
活
』
第
一
一六
二
号

『東
北
大
学
教
養
部
紀
要
』
第

一
九
号

『言
語
生
活
』
第
二
七
八
号

『日
本
の
説
話

第
七
巻

〓
口葉
と
表
現
』
（山
田
俊

雄

・
馬
渕
和
夫
編
、
東
京
美
術
）

『国
語
学
研
究
』
第

一
四
集

『新

。
日
本
語
講
座
　
一　
現
代
日
本
語
の
単
語
と
文

字
』
（岩
淵
悦
太
郎

。
西
尾
寅
弥
編
、
汐
文
社
）

『言
語
生
活
』
第
二
八
六
号

『新
。日
本
語
講
座

四

日
本
語
の
歴
史
』
（岩
淵
悦

太
郎

・
飛
田
良
文
編
、
汐
文
社
）

『東
北
大
学
教
養
部
紀
要
』
第
二
三
号

『大
坪
併
治
教
授
退
官
記
念

国
語
史
論
集
』
（表
現

社
）

『佐
藤
喜
代
治
教
授
退
官
記
念

国
語
学
論
集
』
（桜

楓
社
）

『東
北
大
学
教
養
部
紀
要
』
第
二
五
号

『現
代
作
文
講
座

八

文
章
活
動
の
歩
み
』
（林
大
。

林
四
郎

・
森
岡
健
二
編
、
明
治
書
院
）

『岩
波
講
座
日
本
語

九

語
彙
と
意
味
』
（岩
波
書

店
）



衣
の
生
活
語
彙
史

平
安
時
代
の
語
彙
―
―
手
か
ら
肩
ま
で
の
呼
び
方
を
め
ぐ
っ
て
―
―

軍
記
物
語
に
お
け
る
武
装
描
写
の
語
彙
―
―
衣
生
活
語
彙
史
序
説
と
し
て
―
―

日
本
列
島
こ
と
ば
の
旅

上
代
に
お
け
る
手
か
ら
肩
ま
で
の
呼
び
方
を
め
ぐ
っ
て

言
語
地
理
学
か
ら
国
語
史
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

ー
ー
踵
の
呼
び
方
を
め
ぐ
っ
て
―
―

日
本
の
百
科
事
典
―
―
歴
史
と
発
展

辞
書
と
の
出
会
い
―
―
辞
書
を
え
ら
ぶ
コ
ツ
ｏ
使
う
コ
ツ
ー
ー

国
語
語
彙
史
研
究
の
課
題

″足
の
甲
″
と

″足
の
裏
″
の
呼
び
方
に
つ
い
て

古
代
貴
族
の
敬
語

中
世
に
お
け
る
象
徴
詞
の
一
考
察

―
―
″く
る
～
″
系

ち
く
る
り
～
″
系
の
語
彙
を
め
ぐ
っ
て
―
―

数
詞
語
彙
史
を
め
ぐ
っ
て

テ
ー
マ
の
設
定
と
資
料
の
集
め
方

（特
集

払嗣
文

・
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
）

和
語
の
意
味
変
化

″め
く
ば
せ
″
の
語
誌

語
彙
史
の
時
代
区
分

語
彙

語
の
変
化

昭
和
五
二
年

一
一
月

昭
和
五
三
年
二
月

昭
和
五
三
年
五
月

昭
和
五
四
年
八
月

昭
和
五
四
年

一
〇
月

昭
和
五
四
年

一
二
月

昭
和
五
五
年
四
月

昭
和
五
五
年
五
月

昭
和
五
五
年
五
月

昭
和
五
五
年

一
〇
月

昭
和
五
六
年

一
月

昭
和
五
六
年
四
月

昭
和
五
六
年
五
月

昭
和
五
六
年
七
月

昭
和
五
七
年

一
月

昭
和
五
七
年
五
月

昭
和
五
七
年
五
月

昭
和
五
七
年
七
月

昭
和
五
七
年
七
月

『言
語
生
活
』
第
三

一
四
号

『国
語
学
』
第

一
一
二
集

「国
語
と
国
文
学
』
第
五
五
巻
第
五
号

『言
語
』
第
八
巻
第
八
号

「語
文
』
第
二
六
輯

『国
語
学
』
第

一
一
九
集

『国
語
科
通
信
』
第
四
三
号

『言
語
』
第
九
巻
第
五
号

『国
語
語
彙
史
の
研
究
』

一

（和
泉
書
院
）

『佐
藤
茂
教
授
退
官
記
念

払嗣
集
国
語
学
只
桜
楓
社
）

『国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』第
二
六
巻
第
二
号

一
月
臨
時
増
刊
号

『敬
語
の
手
帖
』

『語
文
』
第
二
八
輯

『国
語
語
彙
史
の
研
究
』
二

（和
泉
書
院
）

『言
語
』
第

一
〇
巻
第
七
号

『講
座
日
本
語
学

四

語
彙
史
』
（森
岡
健
二
。宮
地

裕

・
寺
村
秀
夫

・
川
端
善
明
編
、
明
治
書
院
）

『国
語
語
彙
史
の
研
究
』
三

（和
泉
書
院
）

『講
座
日
本
語
の
語
彙

第
二
巻

古
代
の
語
彙
ス
佐

藤
喜
代
治
編
、
明
治
書
院
）

『講
座
日
本
語
の
語
彙

第

一
巻

語
彙
原
論
只
佐
藤

喜
代
治
編
、
明
治
書
院
）

『講
座
日
本
語
の
語
彙

第

一
巻

語
彙
原
論
宍
佐
藤



『倭
字
古
今
通
例
全
書
』
の
時
代
的
意
義

意
味
の
変
化
―
―
「か
た
づ
け
る
」
を
中
心
と
し
て
―
―

近
世
に
は
ど
ん
な
仮
名
遣
い
が
行
わ
れ
て
い
た
か

昇
子

（ぞ
そ
り
こ
）
と
は
何
ぞ

「え
ぞ
」
「
か
じ
か
む
」
「
か
た
る
」

「す
も
う
」

漢
語
副
詞
の
変
遷

芥
川
龍
之
介

『羅
生
門
』
。
『鼻
』
本
文
と
総
索
引

（李
漢
雙
と
共
著
）

「で
き
る
」
「で
し
ゃ
ば
る
」
「は
じ
る
」
「は
た
ら
く
」
「
へ
つ
ら
う
」
「わ
ら

べ
」

言
語
行
動
史
の
可
能
性

漢
語
副
詞
の
種
々
相

こ
と
ば
の
ニ
ュ
ア
ン
ス

女
性
の
歴
史
と
こ
と
ば

国
語
史
か
ら
み
た
方
言
の
歴
史

語
義
変
化
と
意
味
関
係

方
言
に
お
け
る
語
彙

。
意
味
の
研
究

語
種
構
造
の
漸
移
相

昭
和
五
七
年
九
月

昭
和
五
七
年

一
一
月

昭
和
五
七
年

一
二
月

昭
和
五
八
年

一
月

昭
和
五
八
年

一
月

昭
和
五
八
年
四
月

昭
和
五
八
年
五
月

昭
和
五
八
年
五
月

昭
和
五
八
年
六
月

昭
和
五
八
年
七
月

昭
和
五
八
年

一
〇
月

昭
和
五
九
年
二
月

昭
和
五
九
年
三
月

昭
和
五
九
年
五
月

昭
和
五
九
年
五
月

昭
和
五
九
年
六
月

昭
和
五
九
年
九
月

喜
代
治
編
、
明
治
書
院
）

『国
語
学
史
論
叢
』
（竹
岡
正
夫
編
、
笠
間
書
院
）

『日
本
語
学
』
第

一
巻
第

一
号

『国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』第
二
七
巻
第

一
六

号『天
理
図
書
館
善
本
叢
書
』
月
報
五
三

『講
座
日
本
語
の
語
彙

第
九
巻

語
誌
Ｉ
只
佐
藤
喜

代
治
編
、
明
治
書
院
）

『講
座
日
本
語
の
語
彙

第

一
〇
巻

語
誌
Ⅱ
只
佐
藤

喜
代
治
編
、
明
治
書
院
）

『国
語
語
彙
史
の
研
究
』
四

（和
泉
書
院
）

『国
語
語
彙
史
の
研
究
』
四

（和
泉
書
院
）

『講
座
日
本
語
の
語
彙

第

一
一
巻

語
誌
Ⅲ
穴
佐
藤

喜
代
治
編
、
明
治
書
院
）

『日
本
語
学
』
第
二
巻
第
七
号

『副
用
語
の
研
究
』
（渡
辺
実
編
、
明
治
書
院
）

「講
座
日
本
語
の
表
現

一
一
日
本
語
の
働
き
只
野
村

雅
昭
編
、
筑
摩
書
房
）

『言
語
生
活
』
第
二
八
七
号

『国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』第
四
九
巻
第
七
号
五
月
臨

時
増
刊
号

『新
し
い
方
言
研
究
』

『国
語
語
彙
史
の
研
究
』
五

（和
泉
書
院
）

『現
代
方
言
学
の
課
題

第
二
巻

史
的
研
究
篇
只
明

治
書
院
）

『日
本
語
学
』
第
二
巻
第
九
号



敬
語
の
諸
問
題

中
世
文
学
と
数
詞

語
彙
教
育
の
基
礎

中
世
語
彙
の
体
系
―
―
御
伽
草
子
に
お
け
る
衣
生
活
語
彙
を
中
心
に
―
―

「
か
ぶ
る
」
こ
と
の
言
語
文
化
史

あ
い
さ
つ
言
葉
の
歴
史

『栄
花
物
語
』
に
お
け
る
女
房
装
束
の
語
彙
を
め
ぐ
っ
て

食
物
と
言
葉

『増
補
下
学
集
』
の
増
補
語
彙
に
つ
い
て
続
紹

古
典
の
中
の
数
詞

・
助
数
詞

語
彙
史
と
語
源
研
究

西
鶴
に
お
け
る
衣
裳
描
写
の
語
彙
を
め
ぐ
っ
て

上
代
に
お
け
る
住
生
活
語
彙
を
め
ぐ
っ
て

古
語
と
近
代
語

春
水
に
お
け
る
衣
裳
描
写
の
語
彙
を
め
ぐ
っ
て

日
本
人
の
音
声
認
識
の
歴
史

川
柳
の
漢
字

＊

『
シ
リ
ー
ズ

「日
本
を
考
え
る
」

一　
一面
葉
と
文
化
』
（日
本
語

。
日
本
文
化
研
究
会
、
凡
人
社
、

語
彙
資
料
の
扱
い
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六

一
年
五
月

『研
究
資
料
日
本
文
法

第
九
巻

敬
語
法
編
只
明
治

書
院
）

『武
蔵
野
文
学
』
第
三
二
集

『応
用
言
語
学
講
座

第

一
巻

日
本
語
の
教
育
Ｌ
林

四
郎
編
、
明
治
書
院
）

『日
本
語
学
』
第
四
巻
第
五
号

『季
刊
自
然
と
文
化
』

一
九
八
五
夏
季
号

『日
本
語
学
』
第
四
巻
第
八
号

『国
語
語
彙
史
の
研
究
』
六

（和
泉
書
院
）

『大
阪
大
学
文
学
部
共
同
研
究
論
集

第
三
輯

日
本

語

。
日
本
文
化
研
究
論
集
』

昭
和
六

一
年
六
月
）
所
収

『国
語
論
究

第

一
集

語
彙
の
研
究
只
佐
藤
喜
代
治

編
、
明
治
書
院
）

『国
語
史
学
の
為
に

第
二
部

古
辞
書
只
山
田
忠
雄

編
、
笠
間
書
院
）

『日
本
語
学
』
第
五
巻
第
八
号

『語
源
探
求
』
（明
治
書
院
）

『論
集
日
本
語
研
究
公
こ

歴
史
編
』
（宮
地
裕
編
、

明
治
書
院
）

『国
語
語
彙
史
の
研
究
』
七

（和
泉
書
院
）

『日
本
語
学
』
第
六
巻
第
四
号

『国
語
語
彙
史
の
研
究
』
八

（和
泉
書
院
）

『言
語
生
活
』
第
四
三
二
号

『漢
字
講
座

第
七
巻

近
世
の
漢
字
と
こ
と
ば
Ｌ
佐

昭
和
五
九
年
九
月

昭
和
五
九
年

一
一
月

昭
和
六
〇
年
二
月

昭
和
六
〇
年
五
月

昭
和
六
〇
年
六
月

昭
和
六
〇
年
八
月

昭
和
六
〇
年

一
〇
月

昭
和
六

一
年

一
月

昭
和
六

一
年
五
月

昭
和
六

一
年
八
月

昭
和
六

一
年
九
月

昭
和
六

一
年

一
一
月

昭 昭 昭 昭 昭
和 和 和 和 和
六 六 六 六 六
三 二 三 二

年 年 年 年 年
一 一 一 四 一
三 二 一 月 二
月 月 月   月
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国
語
文
字
史
の
可
能
性

川
柳
の
仮
名
―
―
国
語
字
体
史
の
視
点
か
ら
―
―

こ
と
ば
の
生
命

語
彙
の
歴
史

語
源
の
探
求

現
代
世
界
文
字

一
覧

中
国

。
日
本
対
照
文
字
年
表

（高
山
善
行
と
共
著
）

記
録
の
漢
字

武
士
言
葉
の
世
界
―
―
位
相
か
ら
見
た
軍
記
物
語
の
語
彙
―
―

文
献
国
語
史
と
方
言
―
―
接
辞
を
中
心
と
し
て
見
た
―
―

「栄
花
物
語
』
に
お
け
る

″唐
衣
″
の
描
写
を
め
ぐ
っ
て

古
代
日
本
語
と
敬
語
表
現
―
―
飛
鳥
奈
良
期
の
場
合

計
量
語
彙
論
と
国
語
語
彙
史
研
究

『東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
片
仮
名
の
字
体
に
つ
い
て

『東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
片
仮
名
の
体
系

―
―
片
仮
名
字
体
史
序
説
と
し
て
―
―

昭
和
六
三
年
二
月

昭
和
六
三
年
三
月

昭
和
六
三
年
五
月

昭
和
六
三
年
五
月

昭
和
六
三
年
五
月

昭
和
六
三
年
五
月

昭
和
六
三
年
五
月

昭
和
六
三
年
七
月

昭
和
六
三
年
九
月

昭
和
六
三
年

一
〇
月

昭
和
六
三
年

一
一
月

昭
和
六
三
年

一
二
月

昭
和
六
三
年

一
二
月

平
成
元
年
六
月

平
成
元
年
六
月

藤
喜
代
治
編
、
明
治
書
院
）

『甲
南
国
文
』
第
二
五
号

『大
阪
大
学
文
学
部
共
同
研
究
論
集

第
四
輯

日
本

語

。
日
本
文
化
研
究
論
集
』

『言
語
』
第

一
七
巻
第
五
号

『日
本
語
百
科
大
事
典
』
（金
田

一
春
彦
。林
大
・柴

田
武
編
集
責
任
、
大
修
館
書
店
）

『日
本
語
百
科
大
事
典
』
（金
田

一
春
彦
。
林
大
。柴

田
武
編
集
責
任
、
大
修
館
書
店
）

『漢
字
講
座

第

一
巻

漢
字
と
は
』
（佐
藤
喜
代
治

編
、
明
治
書
院
）

『漢
字
講
座

第

一
巻

漢
字
と
は
』
（佐
藤
喜
代
治

編
、
明
治
書
院
）

『漢
字
講
座

第
五
巻

古
代
の
漢
字
と
こ
と
ば
只
佐

藤
喜
代
治
編
、
明
治
書
院
）

『国
語
学
』
第

一
五
四
集

『方
言
研
究
年
報
』
第
二
〇
巻

（和
泉
書
院
）

『国
語
語
彙
史
の
研
究
』
九

（和
泉
書
院
）

『国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』第
二
三
巻
第

一
五

号
増
刊
号

『敬
語
セ
ミ
ナ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｉ
Ｉ
古
典
敬
語

セ
ミ
ナ

古
典
を
読
む
た
め
に
』

『待
兼
山
論
叢
』
第
二
二
号
文
学
篇

『語
文
』
第
五
二
輯

『奥
村
三
雄
教
授
退
官
記
念

国
語
学
論
叢
』
（桜
楓

社
）



日
本
語
研
究
資
料
と
し
て
の
辞
書

漢
字
研
究
史

古
代

。
中
世
の
漢
字
研
究

中
国

。
日
本
字
書
史
年
表

（李
漢
雙
と
共
著
）

梵
語
の
音
訳
漢
字

一
覧

語
彙
総
論

日
本
語
の
歴
史
　
語
彙

＊

『言
語
学
大
辞
典
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

日
本
列
島
の
言
語
』

文
化
と
し
て
の
語
彙

『極
楽
願
往
生
歌
』
の
片
仮
名
の
体
系

語
彙
論
―
―
国
語
語
彙
論
の
確
立
と
展
開
―
―

連
合
的
意
味
と
統
合
的
意
味
の
間

日
本
に
お
け
る
漢
字
研
究
の
歴
史

語
彙
か
ら
見
た
文
体
と
文
字
か
ら
見
た
文
体

『金
色
夜
叉
』
の
衣
服
の
描
写
を
め
ぐ
っ
て

美
文
の
時
代
的
意
義

日
本
語
研
究
の
歴
史
と
展
望

″物
尽
し
″
の
語
彙
論

平
成
元
年
七
月

平
成
元
年
八
月

平
成
元
年
八
月

平
成
元
年
八
月

平
成
元
年
八
月

平
成
元
年
八
月

平
成
元
年
九
月

（亀
井
孝

。
河
野
六
郎

。
千
野
栄

一
編
著
、

平
成
元
年

一
二
月

平
成
二
年
二
月

平
成
二
年
五
月

平
成
二
年
六
月

平
成
二
年
九
月

平
成
二
年

一
二
月

平
成
二
年

一
二
月

平
成
二
年
二
月

平
成
三
年
五
月

平
成
三
年
八
月

『日
本
語
学
』
第
八
巻
第
七
号

『漢
字
講
座

第
二
巻

漢
字
研
究
の
歩
み
只
佐
藤
喜

代
治
編
、
明
治
書
院
）

『漢
字
講
座

第
二
巻

漢
字
研
究
の
歩
み
只
佐
藤
喜

代
治
編
、
明
治
書
院
）

『漢
字
講
座

第
二
巻

漢
字
研
究
の
歩
み
只
佐
藤
喜

代
治
編
、
明
治
書
院
）

『漢
字
講
座

第
二
巻

漢
字
研
究
の
歩
み
只
佐
藤
喜

代
治
編
、
明
治
書
院
）

『講
座
日
本
語
と
日
本
語
教
育

六

日
本
語
の
語

彙

。
意
味
（上
ξ

（玉
村
文
郎
編
、
明
治
書
院
）

『言
語
学
大
辞
典
」
第
二
巻

（亀
井
孝
。河
野
六
郎
・

千
野
栄

一
編
著
、
三
省
堂
）

三
省
堂
、
平
成
九
年

一
月
）
に
再
録

『国
語
語
彙
史
の
研
究
』

一
〇

（和
泉
書
院
）

『語
文
』
第
五
三
・五
四
輯

『国
語
と
国
文
学
』
第
六
七
巻
第
五
号

『文
法
と
意
味
の
間
―
―
国
広
哲
弥
教
授
還
暦
退
官

記
念
論
文
集
―
―
』
（く
ろ
し
お
出
版
）

『書
道
研
究
」
第
四
巻
第
九
号

『国
語
語
彙
史
の
研
究
』

一
一
（和
泉
書
院
）

『武
庫
川
国
文
』
第
二
六
号

『日
本
文
芸
思
潮
論
』
（片
野
達
郎
編
、
桜
楓
社
）

『日
本
語
学
」
第

一
〇
巻
第
五
号

『国
語
と
国
文
学
』
第
六
八
巻
第
八
号



近
代
辞
書
の
古
語
と
文
語

―
―

『和
英
語
林
集
成
』
と

『日
本
大
辞
書
』
を
め
ぐ
っ
て
―
―

書
簡
文
の
文
章
構
造
―
―
近
代
の
書
簡
文
を
例
と
し
て
―
―

衣
服
の
言
語
文
化
史
―
―
日
本
語
語
彙
史
研
究
の
た
め
に
―
―

児
童
の
こ
と
ば
―
―
研
究
の
現
状
と
展
望
―
―

辞
典
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
れ
ば
　
国
語
辞
典
物
語

漢
語
資
料
と
し
て
の
明
治
前
期
小
型
辞
書

国
語
文
字
史
研
究
の
課
題

日
本
語
の
感
情
を
表
す
こ
と
ば

上
代
に
お
け
る
衣
服
の
部
位
名
を
め
ぐ
っ
て

近

。
現
代
語
の
語
源

語
彙
史
に
お
け
る
類
義
語
―
―
漢
語
の
問
題
を
中
心
に
―
―

日
本
語
の
未
来
を
占
う
―
―
語
彙
と
漢
字
を
中
心
に
―
―

国
語
意
味
論
研
究
の
一
視
点
―
―
メ
タ
言
語
と
の
関
わ
り
か
ら
―
―

音
義
説
と
語
源

甦
る
古
語
―
―
″あ
え
か
″
の
場
合

字
史
を
め
ぐ
っ
て

『た
け
く
ら
べ
』
に
お
け
る
平
仮
名
の
書
体
と
字
体

『和
字
正
濫
抄
』
の
片
仮
名
字
体
に
つ
い
て

感
性
動
詞
語
句
と
は

″目
が
点
に
な
る
″
小
考
―
―
ヤ
ン
グ

・
ジ
ュ
ニ
ア
小
説
を
資
料
と
し
て
―
―

国
語
資
料
と
し
て
の

『俗
語
辞
海
』

語
彙
と
言
語
文
化

平
成
三
年
八
月

平
成
二
年

一
〇
月

平
成
三
年

一
一
月

平
成
四
年
二
月

平
成
四
年
四
月

平
成
四
年
七
月

平
成
四
年
九
月

平
成
五
年

一
月

平
成
五
年
五
月

平
成
五
年
六
月

平
成
五
年
七
月

平
成
五
年

一
一
月

平
成
五
年

一
二
月

平
成
六
年
二
月

平
成
六
年
八
月

平
成
六
年

一
〇
月

平
成
六
年

一
〇
月

平
成
七
年

一
月

平
成
八
年
二
月

平
成
八
年
四
月

平
成
八
年
五
月

平
成
八
年
九
月

『大
友
信

一
博
士
還
暦
記
念
　
辞
書

・
外
国
資
料
に

よ
る
日
本
語
研
究
』
（和
泉
書
院
）

『国
語
論
究

第
二
集

文
章
研
究
の
新
視
点
Ｌ
佐
藤

喜
代
治
編
、
明
治
書
院
）

『日
本
学
報
』
第
二
七
輯

（韓
国
日
本
学
会
）

『日
本
語
学
』
第

一
一
巻
第
二
号

『
ノ
ー
サ
イ
ド
』
第
二
巻
第
四
号

『国
語
語
彙
史
の
研
究
』

一
二

（和
泉
書
院
）

『国
語
文
字
史
の
研
究
』

一

（和
泉
書
院
）

『日
本
語
学
」
第

一
二
巻
第

一
号

『鶴
久
教
授
退
官
記
念

国
語
学
論
集
』
（桜
楓
社
）

『日
本
語
学
』
第

一
二
巻
第
七
号

『国
語
語
彙
史
の
研
究
』

一
三

（和
泉
書
院
）

『国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』第
二
八
巻
第

一
二

号『国
語
学
』
第

一
七
五
集

『日
本
語
論
』
第
二
巻
第
二
号

『国
語
語
彙
史
の
研
究
』

一
四

（和
泉
書
院
）

『国
語
文
字
史
の
研
究
し
二

（和
泉
書
院
）

『国
語
文
字
史
の
研
究
』
二

（和
泉
書
院
）

『語
文
』
第
六
二
・六
三
輯

『日
本
語
学
』
第

一
五
巻
第
二
号

『言
語
学
林
８
８
占
８
Ｐ

（三
省
堂
）

『国
語
語
彙
史
の
研
究
』

一
五

（和
泉
書
院
）

『国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』第
四

一
巻
第

一
一



言
語
文
化
の
キ
ー
ワ
ー
ド

（編
著
）

意
味
記
述
と
メ
タ
言
語

国
語
語
彙
史
に
お
け
る
語
源
研
究
―
―
″く
ち
ば
せ
″
を
め
ぐ
っ
て
―
―

古
語
の
復
活
―
―
″心
の
臓
″
の
場
合
―
―

手
紙
の
文
法

・
手
紙
の
ス
タ
イ
ル

日
本
の
辞
書
の
歩
み
―
―
古
辞
書
か
ら
現
代
辞
書
ま
で
―
―

方
言
文
化
と
言
語
行
動

語
彙
と
文
法
―
―
幼
児
の
言
語
発
達
を
例
と
し
て
―
―

萬
葉
の
花
―
―
花
の
言
語
文
化
史
序
説
と
し
て
―
―

″逢
魔
が
時
″
の
心

字
義
構
造
に
つ
い
て

平
安
時
代
に
消
え
た
言
葉

室
町
時
代
に
消
え
た
言
葉

江
戸
時
代
に
消
え
た
言
葉

明
治
時
代
に
消
え
た
言
葉

「餅
」
の
字
体
を
め
ぐ
っ
て

今
な
ぜ
古
典
文
法
か

語
彙
と
文
法
か
ら
見
た
待
遇
表
現

日
本
語
基
本
語
語
誌
辞
典
か
ら
日
本
語
言
語
文
化
史
大
辞
典
ま
で

平
成
八
年
九
月

平
成
八
年

一
〇
月

平
成
八
年

一
〇
月

平
成
八
年

一
〇
月

平
成
九
年

一
月

平
成
九
年
四
月

平
成
九
年
六
月

平
成
九
年

一
〇
月

平
成

一
〇
年
四
月

平
成

一
〇
年
六
月

平
成

一
〇
年
八
月

平
成

一
〇
年
九
月

平
成

一
〇
年
九
月

平
成

一
〇
年
九
月

平
成

一
〇
年
九
月

平
成

一
〇
年
九
月

平
成

一
〇
年

一
〇
月

平 平
成 成

○ ○
年 年

一
〇
月

一
二
月

号『国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』第
四

一
巻
第

一
一

号『日
本
語
学
』
第

一
五
巻
第

一
一
号

『国
語
語
彙
史
の
研
究
』

一
六

（和
泉
書
院
）

『日
本
語
研
究
諸
領
域
の
視
点

下
巻
只
明
治
書
院
）

『言
語
』
第
二
六
巻
第

一
号

『新

Ｊ
」
と
ば
」
シ
リ
ー
ズ
５

辞
書
』
（文
化
庁

（文

化
部
）
国
語
課
編
、
大
蔵
省
印
刷
局
）

『国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』第
四
二
巻
第
七
号

『日
本
語
文
法

体
系
と
方
法
』
（川
端
善
明

・
仁
田

義
雄
編
、
ひ
つ
じ
書
房
）

『萬
葉
集
の
世
界
と
そ
の
展
開
』
（佐
藤
武
義
編
、
自

帝
社
）

『
こ
と
ば
か
ら
人
間
を
』
（吉
田
金
彦
編
、
昭
和
堂
）

『国
語
文
字
史
の
研
究
』
四

（和
泉
書
院
）

『言
語
』
第
二
七
巻
第
九
号

『言
語
』
第
二
七
巻
第
九
号

『言
語
」
第
二
七
巻
第
九
号

『言
語
』
第
二
七
巻
第
九
号

『文
化
庁
月
報
』
三
六
〇
号

『国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』第
四
三
巻
第

一
一

号『国
語
語
彙
史
の
研
究
』

一
七

（和
泉
書
院
）

『日
本
語
学
』
第

一
七
巻
第

一
四
号



日
本
語
文
字
史

食
の
言
語
文
化
史
か
ら
見
た

『新
猿
楽
記
』

現
代
に
生
き
る
枕
詞
―
―

″
ぬ
ば
た
ま
の
″
を
め
ぐ
っ
て
―
―

言
語
文
化
史
か
ら
見
た

『明
治
字
典
』
―
―
国
語
辞
書
史
序
論
と
し
て
―
―

明
治
の

″歌
″
と

″花
″

方
言
語
彙
論
に
つ
い
て
の
一
視
点

―
―

『生
活
語
彙
の
基
礎
的
研
究
』
を
手
が
か
り
と
し
て
―
―

近
代
漢
字
字
書
の
種
々
相
―
―

″餅
″
の
字
を
例
と
し
て
―
―

″水
菓
子
″
の
語
誌

″
お
菓
子
″
の
語
誌

文
法
論
は
何
を
め
ざ
す
か

（古
典
語
、
現
代
語
）
（編
著
）

「字
体
」
「字
形
」
「書
体
」
「デ
ザ
イ
ン
差
」

″髭
尽
し
″
を
め
ぐ
っ
て

∧
学
界
時
評

・
展
望
∨

３９

・
４０
年
に
お
け
る
国
語
学
界
の
展
望
　
古
代

学
界
展
望

。
国
語

（９
月
１
日
～
３０
日
）

昭
和
４５
。
４６
年
に
お
け
る
国
語
学
界
の
展
望
　
語
彙

・
意
味

（国
語
史
）

特
集

・
昭
和
四
十
八
年
度
国
語
国
文
学
界
の
展
望
　
国
語
学

（近
代
語
）

学
界
時
評

。
国
語

昭
和
５５
。
５６
年
に
お
け
る
国
語
学
界
の
展
望
　
語
彙

（史
的
研
究
）

特
集

。
平
成
八
年

（自
１
月
～
至
１２
月
）
国
語
国
文
学
界
の
展
望
（Ｈ
）
∧
国
語

学
∨
古
代

（語
彙
）

平
成

一
〇
年

一
二
月

平
成

一
〇
年

一
二
月

平
成

一
一
年
二
月

平
成

一
一
年

一
〇
月

平
成

一
二
年
二
月

平
成

一
二
年
二
月

平
成

一
二
年
五
月

平
成

一
二
年
六
月

平
成

一
二
年
六
月

平
成

一
三
年
二
月

平
成

一
三
年
二
月

平
成

一
三
年
二
月

昭
和
四

一
年
六
月

昭
和
四
五
年

一
二
月

昭
和
四
七
年
六
月

昭
和
四
九
年
四
月

昭
和
五
三
年
四
月
～

昭
和
五
七
年
六
月

平
成
九
年

一
一
月

『日
語
日
文
学
研
究
Ｌ
≡
二
（韓
国
日
語
日
文
学
会
）

『国
語
論
究

第
七
集

中
古
語
の
研
究
只
佐
藤
喜
代

治
編
、
明
治
書
院
）

「国
語
語
彙
史
の
研
究
』

一
八

（和
泉
書
院
）

『語
文
』
第
七
三
輯

『国
語
語
彙
史
の
研
究
』

一
九

（和
泉
書
院
）

『方
言
語
彙
論
の
方
法
』
（室
山
敏
昭
編
、
和
泉
書

院
）

『国
語
文
字
史
の
研
究
」
五

（和
泉
書
院
）

『国
語
展
望
』
第

一
〇
六
号

『日
本
語
学
』
第

一
九
巻
第
七
号

『国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』第
四
六
巻
第
二
号

『人
文
学
と
情
報
処
理
』
第
二

一
号

『国
語
語
彙
史
の
研
究
』
二
〇

（和
泉
書
院
）

『国
語
学
』
第
六
五
集

『国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
第
三
五
巻
第

一
四
号

『国
語
学
』
第
八
九
集

『文
学

・
語
学
」
第
七

一
号

『国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
二
三
巻
第
五

号
～

（毎
年
四

。
一
〇
月
号
、
継
続
中
）

『国
語
学
』
第

一
二
九
集

『文
学

・
語
学
』
第

一
五
七
号



∧
書
評

。
新
刊
紹
介
∨

新
刊
紹
介
　
大
友
信

一
著

『室
町
時
代
の
国
語
音
声
の
研
究
―
―
中
国
資
料
に

よ

る

―

―

』

新
刊
紹
介
　
北
条
忠
雄
著

『上
代
東
国
方
言
の
研
究
』

〔書
評
〕
国
立
国
語
研
究
所

「日
本
言
語
地
図
」
（第
二
集
）
に
つ
い
て
―
―
文

献
資
料
と
の
比
較
か
ら
み
て
―
―

わ
た
し
の
読
ん
だ
本
　
徳
川
宗
賢

。
宮
島
達
夫
編
　
類
義
語
辞
典

〔書
評
〕
小
松
英
雄
著

『日
本
声
調
史
論
考
』
を
読
ん
で

Λ
資
料
紹
介
》
秋
永

一
枝
著

『古
今
和
歌
集
声
点
本
の
研
究
』
資
料
篇

∧
紹
介
∨
中
田
祝
夫
編

『講
座
国
語
史
２
　
音
韻
史

。
文
字
史
」

∧
紹
介
∨
中
田
祝
夫
・小
林
祥
次
郎
著

『書
言
字
考
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』

（影
印
篇

。
索
引
篇
）

〔書
評
〕
国
立
国
語
研
究
所
著

『現
代
新
聞
の
漢
字
』

∧
紹
介
∨
国
語
学
会
編

『国
語
史
資
料
集
―
―
図
録
と
解
説
―
―
』
『国
語
学
史

資
料
集
―
―
図
録
と
解
説
―
―
』

書
評
　
佐
藤
喜
代
治
著

『日
本
の
漢
語

そ
の
源
流
と
変
遷
』

〔書
評

・
紹
介
〕
国
立
国
語
研
究
所
著

『幼
児
の
語
彙
能
力
』

〔書
評
〕
富
山
民
蔵
著

『炉
静
減
日
本
書
紀
。古
事
記
の
幅
』
感
研
究
』
―
―
古

事
記
の
性
格
に
関
す
る
研
究
―
―
（上
。下
）

〔書
評
〕
安
田
章
著

『中
世
辞
書
論
考
』

書
評

。
新
刊
紹
介
　
柏
谷
嘉
弘
著

『日
本
漢
語
の
系
譜

そ
の
摂
取
と
表
現
』

〔書
評
〕
西
尾
寅
弥
著

『現
代
語
彙
の
研
究
』

書
評

。
新
刊
紹
介
　
下
河
部
行
輝
著

『続
三
島
由
紀
夫
の
語
彙
研
究
序
説
―
―

『煙
草
し
か
ら

『山
羊
の
首
』
の
形
容
動
詞
を
め
ぐ
っ
て
』

新
刊
紹
介

・
馬
渕
和
夫
著

『五
十
音
図
の
話
』

昭
和
三
八
年

一
〇
月

昭
和
四
二
年
二
月

昭
和
四
五
年
二
月

昭
和
四
七
年
九
月

昭
和
四
八
年

一
二
月

昭
和
四
九
年
九
月

昭
和
五
〇
年
九
月

昭
和
五

一
年
三
月

昭
和
五
三
年

一
二
月

昭
和
五
四
年
九
月

昭
和
五
五
年
五
月

昭
和
五
六
年
六
月

昭
和
六
〇
年

一
二
月

昭
和
六
二
年
三
月

平
成
元
年
二
月

平
成
二
年

一
二
月

平
成
三
年
二
月

平
成
五
年

一
一
月

『文
芸
研
究
』
第
四
五
集

『文
芸
研
究
』
第
五
五
集

『国
語
学
』
第
八
〇
集

『言
語
生
活
』
第
二
五
二
号

『国
語
学
』
第
九
五
集

『国
語
学
』
第
九
八
集

『国
語
学
』
第

一
〇
二
集

『国
語
学
』
第

一
〇
四
集

『国
語
学
』
第

一
一
五
集

『国
語
学
』
第

一
一
八
集

『文
芸
研
究
』
第
九
四
集

『国
語
学
』
第

一
二
五
集

『国
語
学
」
第

一
四
三
集

『国
語
学
』
第

一
四
八
集

『岡
大
国
文
論
稿
』
第

一
七
号

『国
語
学
』
第

一
六
三
集

『岡
大
国
文
論
稿
』
第

一
九
号

『漢
文
教
室
』
第

一
七
六
号



〔書
評
〕
犬
飼
隆
著

『上
代
文
字
言
語
の
研
究
』

新
刊
自
己
紹
介
　
幼
児
語
彙
の
統
合
的
発
達
の
研
究

（前
田
紀
代
子
と
共
著
）

書
評
　
井
手
至
著

『遊
文
録
国
語
史
篇
ご

∧
そ
の
他
∨

世
尊
寺
本
字
鏡
の
ア
ク
セ
ン
ト

（第
五
三
回
大
会
研
究
発
表
報
告
要
旨
）

昭
和
四
十
六
年
度
春
季
国
語
学
会
大
会

（記
録
）

フ
オ
ー
ラ
ム

語
彙
の
研
究

（樺
島
忠
夫
。国
広
哲
弥
・森
岡
健
二

（司
会
）
。
渡
辺
実

（記
録
）
と
共
著
）

こ
と
ば
の
研
究
前
線
（３
）―
―
前
田
富
秩
氏
に
聞
く
―
―

「国
史
大
辞
典
』
全

一
五
巻

（国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
、
項
目
執
筆
）

言
語
時
評

　
″見
い
出
す
″
と

″見
出
す
″

言
語
時
評
　
国
語
辞
典
の
理
想

言
語
時
評
　
国
語
辞
書
の
現
実

言
語
時
評
　
一一一一呈
ｍ研
究
の
課
題

『国
語
学
大
辞
典
』
（国
語
学
会
編
、
項
目
執
筆
）

『日
本
文
法
事
典
』
（北
原
保
雄

。
鈴
木
丹
士
郎

・
武
田
孝

・
増
淵
恒
吉

・
山
口

佳
紀
編
、
第
九
章

「文
章
」
執
筆
）

質
問
箱

。
「天
ぶ
ら
」
の
語
源
に
つ
い
て

（回
答
）

研
究
グ
ル
ー
プ
自
己
紹
介

・
国
語
語
彙
史
研
究
会

『古
語
大
辞
典
』
（中
田
祝
夫
・和
田
利
政
。北
原
保
雄
編
、
語
誌
・項
目
執
筆
）

座
談
会
　
『国
語
学
』
と
国
語
学
会

（秋
永

一
枝

・
北
原
保
雄

・
飛
田
良
文

・
徳
川
宗
賢

（司
会
）
と
共
著
）

座
談
会
　
こ
れ
か
ら
の
言
語
の
教
育
を
考
え
る

（徳
川
宗
賢

・
尾
上
圭
介

・
野
村
雅
昭
と
共
著
）

平
成
六
年
二
月

平
成
九
年

一
月

平
成

一
〇
年

一
月

昭
和
四

一
年
二
月

昭
和
四
六
年

一
二
月

昭
和
五
〇
年
三
月

昭
和
五
四
年
二
月
～

平
成
九
年
四
月

昭
和
五
五
年

一
月

昭
和
五
五
年
二
月

昭
和
五
五
年
二
月

昭
和
五
五
年
四
月

昭
和
五
五
年
九
月

昭
和
五
六
年

一
二
月

昭
和
五
七
年
二
月

昭
和
五
八
年
二
月

昭
和
五
八
年

一
二
月

昭
和
五
九
年
二
月

昭
和
六
三
年
二
月

『国
語
学
』
第

一
七
六
集

『日
本
語
学
』
第

一
六
巻
第

一
号

『萬
葉
』
第

一
六
四
号

『言
語
研
究
』
第
四
九
号

『国
語
学
』
第
八
七
集

『言
語
生
活
』
第
二
八
二
号

吉
川
弘
文
館

『言
語
生
活
』
第
三
三
七
号

『言
語
生
活
』
第
二
三
八
号

『言
語
生
活
』
第
二
二
九
号

『言
語
生
活
』
第
二
四
〇
号

東
京
堂
出
版

有
精
堂

『言
語
』
第

一
一
巻
第
二
号

『日
本
語
学
』
第
二
巻
第
二
号

小
学
館

『国
語
学
』
第

一
三
六
集

『大
書
の
国
語

豊
か
さ
と
創
造
』
六



こ
と
ば
の
研
究
会
自
己
紹
介
　
国
語
語
彙
史
研
究
会

手
の
ひ
ら
の
言
語
学
―
―
日
常
言
語
を
め
ぐ
る
２２
の
疑
間
に
答
え
る
ｏ
質
問
七

（回
答
）

『日
本
国
語
大
辞
典

第
二
版
』編
集
委
員
座
談
会
　
２．
世
紀
に
引
き
継
ぐ
国
語

辞
典
を

（林
大

・
松
井
栄

一
・
渡
辺
実

・
北
原
保
雄
と
共
著
）

平
成
六
年

一
一
月

平
成

一
一
年
五
月

平
成

一
二
年
八
月

『日
本
語
学
』
第

一
三
巻
第

一

『言
語
』
第
二
八
巻
第
五
号

『本
の
窓
』
第
二
三
巻
第
七
号

二
号


